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共創によるカスタマイゼーションのメカニズム
――弘前工業研究所のエコシステムを中心に――

Customization for Co-Creation in Ecosystems
- A Case Study of Hirosaki Industrial Research Institute -

　【要旨】本研究は，共創によるカスタマイゼーションのメカニズムを伝統的工藝品産業のケースから実証研究を通じて考察
する。特に，伝統的工藝品産業に内在するエコシステムで起こる共創によるカスタマイゼーションのメカニズムの解明に焦点
を当てる。前回は，青森県弘前市の津軽塗関係者へのインタヴューを通じて分析を行ったが，今回は，漆塗産業のエコシステ
ムの中心的な役割を果たしている弘前工業研究所へのインタヴューを通じて分析を行った。その結果，様々なエコシステムと
の共創によるカスタマイゼーションを通じて津軽塗の保存と革新に挑戦していることが明らかになった。最後に，今後の共創
によるカスタマイゼーション研究の方向性を論じる。

　【Abstract】The purpose of this study is to explore a mechanism of Customization for Co-Creation in Ecosystems. 
By conducting qualitative research, this study uncovers the relationships among the Ecosystems in the traditional 
craft product industry, especially Hirosaki Industrial Research Institute, Craftsmen, the local government by utilizing 
Customization for investigating market trends, improving production systems, and technologies. Finally, the future 
research directions are proposed.
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１　はじめに

それぞれの組織は，自らのエコシステムを構築し，他
のエコシステムとの共創を通じて独自の活動を行ってい
る。また，エコシステムとエコシステムの間では，対話
を通じて共感し，信頼を高め，長期的視点に立脚した共
創が行われている (Iansiti and Levien, 2004; Jacobides, 
Cennamo, and Gawer, 2018; 遠藤 , 2019a)。さらに，エ
コシステム間の共創において，お互いの課題を解決する
ための調整機能としてカスタマイゼーションが行われて
いる。しかし，そのメカニズムを体系化した研究は多く
はない（e.g., Grönroos, 2011; Jacobides et al., 2018; 遠藤 , 
2019b）。そこで本研究では，弘前工業研究所における
エコシステムの共創を取り上げ，伝統的工藝品産業を分
析することで，エコシステムの間で行われている共創に
よるカスタマイゼーションのメカニズムを検証すること

を目的とする。まず第２章では，この研究の理論的背景
を論じ，第３章ではその調査方法を論じる。そして第４
章でその調査結果を分析し，第５章でその結果をもとに
考察してゆく。最終章はこの調査のまとめ，今後の研究
の方向性を論じてゆく。

２　理論的背景

２−１ リレーションシップ・マーケティング  (Rela-
tionship Marketing : RM)

約 30 年の間にリレーションシップ・マーケティン
グ (RM) 研究の分野は拡大を続けてきた。同時に，RM
研究の本質的課題が見失われてきたことも事実である 
(Grönroos, 1997; Sheth, 2017) 。特に，この 20 年の間に
RM 研究は，爆発的なデータの氾濫とその結果起きた選
択肢の増大により，本来あるべき研究の本流から CRM 
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(Customer Relationship Management) という支流的研
究へと移行し，あまりにも『顧客管理：Customer Man-
agement』に焦点が当てられすぎ，本来のマーケティン
グ研究の本流から逸脱し，データ解析に偏重し，人間の
気持ちをおろそかにしてきた (Endo and Kincade, 2008; 
Sheth, 2017)。

しかし，近年のマーケティング研究において，人間
と人間との関係性が再び重視されつつあることから RM
研究の重要性が再び注目を浴びるようになってきた。言
い換えれば，RM 研究の原点回帰でもある。その状況で，
Sheth (2017) は，今後の RM 研究は，顧客との関係性を
管理する活動から顧客とのジョイント・ベンチャーの関
係を構築する活動へと移行することであると主張してい
る。言い換えれば，RM 研究とは，共創の中で対等なパー
トナーシップにおいて長期的関係を構築するために，そ
の関係をカスタマイズし，新たな関係を維持・発展させ
ていく活動を調査・分析する学問分野とも言える。そこ
で，本研究の中心的テーマである「共創によるカスタマ
イゼーションのメカニズムの解明」において，RM 研究
は重要な理論的基盤として考えられる。

２－２　共創 (Co-Creation)
共創は，シャープの元副社長であり世界の半導体産業

の進化に多大な貢献をされた佐々木　正氏が長い間主張
されてきた概念でもある ( 佐々木 , 2014)。共創は，崇高
な目的のためにお互いの利害を超えた高い次元へ共に昇
華してゆくための活動である。その活動は，ハイテク産
業のみならず伝統的工藝品産業にも同様に適用される概
念である。さらに，共創は，国家や産業の枠組みを超え
た様々な組織の生産・流通・販売活動を再生することに
も役だつと考えられる（大西，2016）。

現在，様々なコミュニケーション・テクノロジーの進
化により個人と個人，個人と組織，組織と組織の情報が
一方向から双方向に，さらに多次元および異次元方向へ
瞬時に共有されることで様々な共創が可能な時代になり
つつある (Payne, Storbacka, and Frow, 2008)。それによ
り，製品 (Goods) を製造する企業のみならず，サービス 
(Services) を提供する企業にも共創を通じて新製品を瞬
時に，継続的に創出できる時代となりつつある ( 遠藤 , 
2016)。さらに，その活動は，大企業や中小企業のみな
らず，一個人でも十分に実現可能な社会になりつつある。

その状況において共創に関する研究が注目され，特
に，顧客と企業の共創に光が当てられるようになりつつ
ある (Sheth, 2017)。しかし，多くの研究者が，概念的に

顧客と企業の共創の重要性を提示してはいるが，具体的
にどのようにその共創を構築・維持し，企業がどのよう
に顧客との共創を通じて意義のある商品を顧客に提供す
ればいいのかが解明されていないのが現状である。その
状況において，近年，共創を通じて日本各地で伝統的工
藝技術・技能を活用し，新たな試みがなされている（遠
藤 , 2019）。さらに，その過程で生み出されてきた商品が，
グローバル・マーケットにも販路を拡大しつつあること
から，共創概念をもとに本研究を進めていくことにする。

２－３　エコシステム (Ecosystem)
近年，エコシステムの概念が再び注目されつつある。

元来，エコシステムの概念は，地球上の自然環境や動植
物の活動に関する生態系を研究する分野をビジネス活動
へ応用させた概念である (Iansiti and Levien, 2004)。そ
の概念を応用し，様々なビジネス活動を説明しようとし
ている。特に，サプライチェーンや顧客と組織との関係
におけるエコシステム間での活動が様々な視点から研究
されつつある (Jacobides, Cennamo, and Gawer, 2018)。
例えば，これまでのサプライチェーンでは，ヒエラルキー
的パワーバランスにおける上下関係とサプライチェー
ンの上位に位置する組織からの一方的な強い縛りが存在
していた。しかし，新たなビジネス活動におけるエコシ
ステムの概念では，ヒエラルキー的な上下関係によるサ
プライチェーンの維持のためだけの一方的な関係ではな
く，個々のエコシステムが，ユニークな世界観を共有し
つつ，個々の組織が競争優位性を維持しつつ，他の組織
とよりフラットな関係性を構築した上で共創を行ってい
る。その活動は，佐々木 (2014) が主張するように，独
創（Self-Creation）ではなく，共創による新たなエコシ
ステムの構築でもある。

さらに，その共創において，共有できるプラットフォー
ムを共に構築し，様々な活動に対してカスタマイゼー
ションによる対等な対話を通じて微調整を行っている 
(Jacobides et al., 2018)。例えば，Apple のエコシステム
に，apps を提供する企業や個人のプログラマーの関係
が，そのプラットフォームの一例である。その活動では，
一部の例外を除いてヒエラルキー的パワーバランスにお
ける上下関係や一方的な強い縛りは存在していない。さ
らに別の例として，DJI では，自社のドローン・サービ
スというユニークなエコシステムの中で，送電線の維持
管理企業や農業生産者などと共有できるプラットフォー
ムを構築することで，新たな市場と様々な革新的サービ
スを開発し，その関係の維持・発展のために共創を行っ
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ている。

２－４　カスタマイゼーション (Customization)
本研究では，RM，共創，エコシステムなどの理論的

フレームワークを基礎としたカスタマイゼーションを考
えてゆく。カスタマイゼーション研究も，約 20 年間の
紆余曲折を経て，近年，再び注目を浴びつつある研究分
野の一つである（遠藤 , 2019a)。特に，様々なテクノロ
ジー（特に，コミュニケーション・テクノロジー）の
進化により，製品 (Products) のカスタマイゼーション
と同時に，サービス (Services) 活動に関するカスタマイ
ゼーションの進化が多く見られる。さらに，近年，スマー
トフォンと SNS の技術的進化により，組織が個々の顧
客と直接対話することで，より具体的なデータ分析のも
とに，より正確で，より個性的なカスタマイズ・サービ
スを提供している。同時に，顧客側も様々な手軽なツー
ル（e.g., apps）を駆使して，データ分析を行い，自分独
自のプラットフォームを構築している。いわゆるスマー
ト・カスタマイゼーションの時代の到来である。

同時に，この 20 年間にカスタマイゼーションが進化
し，一般化し，陳腐化することで，皮肉にもカスタマ
イゼーション研究の注目度は低減していった。Apple や
Apazon.com などでも，カスタマイゼーションは様々な
オペレーションに標準化され，顧客でさえその注文がカ
スタマイズ・サービスであることを認識していないほど
日常化してしまったのである。しかし，今日，エコシス
テム間における共創が盛んになることで，組織間で行わ
れる柔軟な対話による対応，つまり，様々なオペレーショ
ンにおけるカスタマイゼーションが，再び注目を集めて
いる。現在，カスタマイゼーションに関する多くのオペ
レーションは，自動化されつつある。つまり，セルフ・サー
ビスにより実現可能なカスタマイゼーションである。例
えば，スマートフォンに内蔵されている写真機能では，
自分の思い通りに撮影し，自分独自にカスタマイズされ
た写真が瞬時に加工できる。つまり，セルフ・サービス・
カスタマイゼーションであり，カスタマイゼーションに
は，ある意味で，セルフ・サービス・システムが内包さ
れているとも言えるのである。

一方で，組織間で行われるカスタマイゼーションでは，
主に人間が介する部分が，現在でも多く存在している。
例えば，交渉，教育，情報交換など枚挙に遑がない。そ
して，その活動における共創によるカスタマイゼーショ
ンのメカニズムは，組織運営において非常に重要である
にもかかわらず，非常に不透明な部分が多く存在してい

るのが現状である ( 遠藤 , 2019b)。そこで，本研究では，
その不透明な部分である共創によるカスタマイゼーショ
ンのメカニズムの解明を考察してゆく。

３　調査方法

３－１　研究の目的
共創は，異なる組織や人々との関係からイノベーショ

ンを誘発する重要な創造活動の一つである。それぞれ
の組織や人物を一つのエコシステムととらえ，一つのエ
コシステムが，他のエコシステムとの共創を通じてカス
タマイゼーションを行い，新製品開発や革新的システム
の開発などを行っていると考える。従って，その共創に
よるカスタマイゼーションは，異なるエコシステムとの
関係性を微調整しつつ，維持・発展させる重要な接着剤
の役割を果たしている。しかし，その活動の明確なメカ
ニズムの解明がなされてはいないのが現状である。そこ
で，この調査では，エコシステムの一つである弘前工業
研究所で行われる共創によるカスタマイゼーションにお
いて，どのような活動を行っているのかを実証研究を通
じて解明することを目的とする。

３－２　組織の選定
本研究の調査として弘前工業研究所を選定した。その

理由は３つ挙げられる。まず，弘前工業研究所が，職人
の方々や弘前市役所の方々などのそれぞれのエコシステ
ムとの共創によるカスタマイゼーションの中核的役割を
果たしていることである。具体的には，弘前工業研究所
のエコシステムでの活動は，職人の方々や弘前市役所の
方々のエコシステムとの共創によるカスタマイゼーショ
ンを通じて伝統的工藝技能・技術・意匠の維持・発展，
新製品開発や新システムの可能性を試みているというこ
とが挙げられる。第二点は，弘前工業研究所は，弘前市
内で行われる共創のみならず，県内外さらに海外のエコ
システムとの共創によるカスタマイゼーションを通じて
新製品開発や新システムの可能性を試みているというこ
とが挙げられる。最後に，伝統的工藝技能・技術・意匠
を元に製造・販売・製品の再生に至るプロダクト・ライ
フ・サイクルを通じて様々な伝統的工藝品の可能性を模
索していることである。

３－３　分析方法
本研究では質的研究における調査法の一つであるケー

ス・スタディー法により，研究所の活動を通じて共創
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におけるカスタマイゼーションのメカニズムを検証した 
(Yin, 2013; 遠藤 , 2016; Gummesson, 2017)。この調査で
は，研究所や職人の方々の工房へのインタヴューと観察，
さらに文献資料などをもとに分析が行われた。インタ
ヴューでは，弘前工業研究所 デザイン推進室の小松様，
木村漆芸工房の木村様，工房 桜の今様などへのインタ
ヴューを通じてデータ収集を行った。インタヴューは弘
前市内の工業研究所において約１時間ほど行われた。ま
た，木村漆芸工房の木村様の工房で約１時間，今様とは
漆塗研修所と展示場においてインタヴューが行われた。
それぞれのインタヴュー・データは主に IC レコーダー
に収録された。また，フィールド・ノートも情報収集と
して活用された。さらに，現場の観察と文献資料として
は，研究所の研究室の観察，出版物，工業研究所のウェ
ブサイトなどからもデータを収集した。その後，収集さ
れた質的データ（インタビュー，観察，文献資料など）は，
質的分析ソフトウェアー（NVivo 12 for Mac）なども活
用して分析が行われた。
　インタヴューの主な質問内容は，これまでの調査で使
用されたものをもとに制作された（e.g., Endo and Kin-
cade, 2008; 遠藤 , 2019a）。具体的な質問項目の例とし
て，伝統的工藝品産業の状況，弘前市の伝統的工藝の歴
史とその変遷，津軽塗の現状と課題などがある。インタ
ヴュー・プロセスにおいては，対象者の答えに柔軟に質
問を変更するオープン ･ エンド方式を用いて適宜質問を
し，できるだけ自由な形のインタヴュー・スタイルで行っ
た。同時に，研究所などの基本情報に関しては，クロー
ズド ･ エンド方式を用いて時間の節約を試みた。観察対
象に関する収集データとしては，研究所内の津軽塗の伝
統的工藝技能・技術・意匠に関する機械，サンプル，試
作品，原材料などが挙げられる。また，文献資料として
は，研究所が所有する資料などを活用した。

４　弘前工業研究所

４－１　弘前工業研究所内部のエコシステム
弘前工業研究所は，青森県黒石市に本部を置く地方独

立行政法人 青森県産業技術センターの工業部門の一つ
として活動している [1]。他に，工業総合研究所と八戸工
業研究所がある。弘前工業研究所では，地元の資源を活
用し，食品開発，バイオ研究，デザイン開発，商品開発
などを通じて地元企業の支援と産業の活性化を推進して
いる [2]。今回は，その弘前工業研究所の中のデザイン
推進室の地域工芸担当の小松様と津軽塗の職人の方々を

中心にインタヴューが行われた。以下の情報は，小松様
のインタヴューや書類をもととしている ( 小松，2019)。

弘前工業研究所 デザイン推進室の主な活動は，新素
材，新技術，商品開発，伝統技術・技能の継承などであ
る。さらに，デザインや商品企画などの支援も行ってい
る。具体的には，漆工・木工の試験研究と技術支援，プ
ロダクト・デザインとＵＤデザインの試験研究・技術支
援，V-Cup による総合デザイン支援などである。つまり，
組織内部に蓄積されてきた技術・技能，デザイン，活動
情報，工作器具などを最大限活用し，社会に発信し対話
することで新たな挑戦を続けていた。そのために，組織
内部のパートナーと外部からのニーズの共創を通じて，
内部資産を活かしながらカスタマイズすることで，さら
なる技術・技能の進化により新製品の開発・販売支援を
行っていた ( 小松 , 2019)。

４－２　弘前工業研究所外部のエコシステム
研究所内部のエコシステムの共創のみならず，組織外

部とのエコシステムとも共創を行っていた。特に，津軽
塗技術保存会の職人と弘前市役所との関係性が明らかに
なった。その活動では，様々な情報交換や技能・技術の
進化に貢献していた。今回のインタヴューで訪れた弘前
公園に隣接する漆塗研修所は，文科省が支援している伝
統的工藝産技術を保護・維持する重要無形文化財保持団
体が運営している。直接は，弘前市教育委員会が管理し
ているが，多くの資金は国がサポートしている。そこで
は，伝統工藝に関する技能・技術の伝承のための人材育
成と研修生の成果作品の発表に力が注がれていた。その
活動に，弘前工業研修所は，長期にわたり深く関わり，
情報交換，人材育成，技能・技術のサポートなどの共創
が行われていた。さらに，弘前市立博物館には，津軽塗
のデータやサンプルが蓄積されており，研究所との共創
が行われていた。

その関係は，サプライチェーンのようなパワーバラン
スによるヒエラルキー的関係というよりも，フラットな
エコシステムの関係に近いものであった。言い換えれば，
白神山地の自然環境と同様に，様々なエコシステムが，
それぞれのエコシステムを尊重しつつ，共創し，ある意
味で，生死をかけて競争している環境である。従って，
両者のエコシステムにおいて，ある程度の緊張感を持ち
ながら共創を行い，微調整を行いつつ，新たな可能性を
模索していた。また，以上の活動を通じて，弘前工業研
究所は，他のエコシステムと共創し，デザインから商品
化（販売）の支援している。その例として，海外マーケッ
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トというエコシステムにおいて，海外メーカーとの共創
を通じてインテリア製品の共同開発（ガラス器と漆器）っ
ていた。

４－３　伝統との共創
さらに，技術・技能の伝承活動において，過去に存在

した津軽塗のサンプルの維持や磨き技術の伝承などに
よる伝統との共創も行っていた。また，弘前工業研究所
のエコシステムにおける共創において，過去の研究所の
研究者などの貴重な資料が保存され，それが伝統として
継承されていた。印象的な例として昭和 62 年 (1987 年 ) 
に出版された研究所のレポートでは，マーケティングの
重要性が述べられていたことである ( 青森県中小企業団
体中央会 , 1987)。

マーケティング活動は，現在でも多くの伝統的工藝品
に携わる組織が導入している戦略の一つである。特に，
このレポートで強調されていた点が，「品質は天下一品
だが，マーケティング力が不足」という点である。つま
り，商品力，流通力，コミュニケーション力という古典
的マーケティングについて論じられていた。その課題は，
現在でも論じられている主張である。その当時のマーケ
ティングと現代のマーケティングの意味は大きく異なる
が，このような情報の継承という伝統との共創を見るこ
とができた。つまり，マーケティングの本質が，この時
代の「交換」という概念から，「経験」，さらに「共創を
通じた継続的関係性の構築」へと進化している現在では，
ただ単に技術・技能を伝承し，「商品力，流通力，コミュ
ニケーション力」を高めるだけでは，現在のマーケット
のスピードが速い時代では，継続的に魅力のある製品の
提供は，非常に難しいのが現状であることを意味してい
る。

５　考察

弘前工業研究所のケースから共創によるカスタマイ
ゼーションのメカニズムに関して 2 つの特徴が明らか
になった : １）弘前工業研究所の共創によるカスタマイ
ゼーション，２）伝統との共創によるカスタマイゼーショ
ン。

５－１　弘前工業研究所の共創によるカスタマイゼー
ション

まず，弘前工業研究所のエコシステムにおける共創に
よるカスタマイゼーションにおいて，キーとなるエコシ

ステムの内部に強力なリーダーが存在し，他のエコシス
テム（i.e. 職人や弘前市役所）のキーとなるリーダーと
の共創を通じてカスタマイゼーションが行われていたこ
とである（Iansiti and Levien, 2004）。このケースでは，
デザイン推進室の小松様がそのリーダーである。彼は，
弘前市役所のメンバーや津軽塗技術保存会のメンバーと
の継続的な対話を通じて様々なエコシステムの間で共創
によるカスタマイゼーションを行っていた。具体的には：
１）組織内外のメンバーとの対話，２）地域社会との対
話，３）伝統との対話が挙げられる。その具体的なカス
タマイゼーションは，共創プロセスのなかで，情報を継
続的に共有し，共感し，信頼を高め，様々なシステムの
微調整を行う活動である。その活動のなかで，共創によ
るカスタマイゼーションが，エコシステムとエコシステ
ムをつなげる重要な役割を果たし，新たな共創を誕生さ
せていたことである。

５－２　伝統との共創によるカスタマイゼーション
次に，弘前工業研究所のエコシステムにおける共創に

よるカスタマイゼーションにおいて，伝統との共創によ
るカスタマイゼーションが行われていたことである。つ
まり，津軽塗の伝統を一つのエコシステムと捉え，その
伝統というエコシステムと研究所のエコシステムとの共
創によるカスタマイゼーションが重要な役割を果たして
いた。伝統とは，長い年月の間に精緻化されると同時に，
標準化され，それぞれの時代で最適化されたシステムの
構築プロセスと考える。そして，その伝統は過去に存在
するシステムとは異なり，常に時代の変化の中で様々な
エコシステムと共創し，進化し続けているものと考えら
れる。それは，先人が試行錯誤し，完成されたシステム
を次世代に伝承し，現在の組織や関係者により再評価さ
れ，進化させ，次世代へとつなげる活動でもある。そし
て，弘前工業研究所でも，伝統という精緻化され，標準
化され，最適化されたシステムを，現代のマーケットに
合うようにカスタマイズし，新たな伝統という標準化さ
れたシステムへと再構築し，次世代に継承しようとして
いた。具体的には，伝統的工藝に関する技能・技術など
のシステムの研究と継承，人材育成，新たなデザインの
開発などを通じて伝統的工藝産業の保存と進化に挑戦し
ていることが明らかになった。

５－３　弘前工業研究所の取り組み
これまでの共創では，一時期の当事者同士間（例：顧

客と企業）やサプライチェーン内における関係（例：
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製造業と小売業）を中心に分析されてきた（e.g., Grön-
roos, 2011）。いわゆる一時的なスナップ・ショット的分
析である。しかし，弘前工業研究所では，江戸時代から
長期間にわたり育まれている津軽地域の伝統的工藝技
術・技能・デザインやこれまでの弘前工業研究所の情報
や機材などを検証し，現在のマーケット状況を分析し，
職人の方々と製品の未来を検討しつつ共創を行ってい
た。つまり，伝統というエコシステムとの共創を通じて，
長期的視点に基づいた新たな津軽塗の可能性を検討して
いた。その状況で，弘前工業研究所の活動は，過去の財
産（伝統的工藝技術・技能・デザイン・用途など）を通
じて作られた製品を現代に甦らせつつ，現在のマーケッ
トに柔軟に適合させ，次世代につなげてゆくものであっ
た。この活動は，研究所の一組織だけでなく，津軽塗技
術保存会や弘前市役所などのエコシステムとの長期的関
係に基づいた共創によるカスタマイゼーションの結果、
可能となっていることである。さらに，単に「現在」と
いう時系列の一瞬に存在する活動ではなく，それぞれの
地域の過去の有形・無形資産（原材料，技術，技能，知識，
歴史など）と現在の資産，情報，人材との共創によるカ
スタマイゼーションから，『未来のエコシステムの構築』
活動でもある。そこにこそ，共創優位性が存在すると考
える。

６　まとめ

本研究では，弘前工業研究所での共創によるカスタマ
イゼーションのメカニズムの解明に焦点をあて調査を
行った。その結果，弘前工業研究所は，弘前市役所や津
軽塗技術保存会のエコシステムとの共創によるカスタマ
イゼーションが行われていることが明らかになった。さ
らに，津軽塗の伝統を一つのエコシステムと捉え，その
伝統というエコシステムと弘前工業研究所のエコシステ
ムとの共創によるカスタマイゼーションが重要な役割を
果たしていた。つまり，その活動は，個々の状況に応じて，
きめ細かくカスタマイズされた対応と同時にスタンダー
ド化された最適な活動が同時並行的に行われていた。

言い換えれば，DNA の二重らせん構造のようにカス
タマイゼーション（微調整や新たな挑戦）とスタンダー
ダイゼーション（標準化と効率化）という２つのシステ
ムの共創が継続的に行われていたということである。つ
まり，２つのシステムが共創しつつ，伝統の再構成と再
構築を行うことで，新たな伝統を構築していたという
ことでもある。さらに，常に社会との対話を通じて，そ

れぞれのエコシステムが柔軟に進化してゆくことで，こ
の２つのシステムのループを長期的に進化させる活動を
行っていた (Jacobides et al., 2018)。この活動は，Grön-
roos (1997) が主張しているように，リレーションシッ
プ・マーケティングにおける長期的視点を持ちながら長
期的関係を踏まえて進化するプロセスの構築でもある。

最後に，今後の研究の方向性としては，弘前工業研究
所のエコシステムで行われる共創によるカスタマイゼー
ションのメカニズムの全体像をさらに深く理解するため
に，製造現場で活躍されている職人の方々や伝統的な津
軽塗を保存している弘前市立博物館へのインタヴューを
進めることで，それぞれのエコシステムをさらに俯瞰的
に分析し，伝統的工藝品産業のエコシステムで行われる
共創によるカスタマイゼーションのメカニズムの全体像
をさらに解明してゆきたい。
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